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＜水産での実施例《バイオ養魚/マス養魚場＞

〔実証例〕
静岡県駿東郡小山町の須川マス養魚場は､バイオ養魚を始める前までは､ゴルフ場開発に伴う大量の農薬による川の 汚染、及び餌の残りと魚の糞の堆積による池の水の腐敗現象等でウイルスが発生｡　それらに起因する魚の死滅｡　そのため歩留(ぶどまり)が悪化し､赤字の状態が続き、廃業寸前まで追いこまれていた｡　そこで､高嶋博士によるＥＭＢＣ－ＦＴ（複合発酵技術）によるバイオ養魚を実施し､多大な成果をあげることができた｡

(1) 農薬汚染を浄化し、自然回帰を起こさせることによって、魚の生育が改善され、死滅率が激減した。

(2) 抗生物質等の薬を使用しなくても歩留がよくなった｡ウィルスが発生した場合、「従来は

４０％から８０％の死滅が起きたが、現在はわずかに被害が発生するだけでウィルスが通過するという感じ」ということである。
(3) 本養魚場では､全体で200万匹の養殖が限度だったが､現在は400万匹可能となり､生育もよくなった｡

(4) 味が良くなり､｢帝国ホテル｣｢箱根富士屋ホテル｣等超一流のホテルからの特別注文がある｡
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養鱒場全景　　　　　　　　　　　　　　　　養殖池
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孵化場　　　　　　　　　　　　　　　採卵直後の様子
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孵化直後の幼魚　　　　　　　　　　　　　EMBC 培養装置
さらに、次のような環境浄化効果が現出しています。（須川養鱒場鈴木氏談）

１、養鱒場の廃水口の先に幅１メートル、高さ７０センチメートル、長さ４～５メートルにわたり堆積していた餌の残り、魚の糞がEMBCを導入して３、４年経った時に突然跡形もなくなり、それ以来餌の残りも魚の糞も一切堆積することがなくなり、養鱒池そのものもきれいな状態が継続しています。

２、養鱒場からの排水の水質が向上し、それを流している川そのものもドンドンきれいになり、川の生態系が戻っています。上流の地域では益々ゴルフ場開発や農業が進行している中で、このような状態を続けているのも高嶋康豪博士のEMBC－FT発酵技術のおかげです。

３、当養魚場では恐らく世界で唯一と思われる一年を通しての採卵・孵化を行なっていますが、これも魚が健康で大きく育っているために可能となっていると考えます。このため、食べごろの２５～３０センチの大きさの虹鱒ばかりでなく、稚魚の需要が増えて「丈夫で元気のいい稚魚」だと好評を得ております。










